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（写真１）「無人島之図」（全体）

【史料紹介】松尾晋一「本光寺所蔵「無人島之図」」挿絵
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（写真２）「無人島之図」（部分）

【史料紹介】松尾晋一「本光寺所蔵「無人島之図」」挿絵
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【
史
料
紹
介
】

　
本
光
寺
所
蔵
「
無
人
島
之
図
」

松
尾　

晋
一

は
じ
め
に

本
文
冒
頭
掲
載
の
「
無
人
島
之
図
」（
写
真
１
）
は
、
島
原
本
光
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
法
量
は
、
四
一
・
八
×
五
七
・
八
糎
で
、
一
紙
に
書
か
れ
た
も
の

を
、
大
小
五
枚
の
紙
で
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
無
人
島
と
は
、
東
京
か
ら

南
に
約
千
キ
ロ
南
に
位
置
す
る
現
在
の
東
京
都
小
笠
原
村
で
あ
り
、
北
か
ら
聟

島
、
弟
島
、
兄
島
、
父
島
、
南
島
、
母
島
、
向
島
、
平
島
、
姪
島
、
姉
島
、
妹

島
に
あ
た
る
島
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
無
人
島
之
図
」
を
所
蔵
し
て
い
る
本
光
寺
は
、
深
溝
松
平
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
松
平
忠
房
は
、
島
原
（
六
五
，
九
〇
〇
石
）

を
拝
領
し
た
。
一
時
、
宇
都
宮
に
入
封
す
る
が
、
島
原
で
明
治
維
新
を
迎
え

る
。
こ
の
松
平
家
の
史
料
の
一
部
を
所
蔵
す
る
の
が
、
本
光
寺
で
あ
る1

。
松
平

忠
房
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
「
無
人
島
」
へ
の
探
検
に
用
い
ら
れ
た

「
唐
船
造
之
船
」
の
建
造
を
命
じ
ら
れ
、「
無
人
島
」
の
探
検
に
手
代
中
尾
庄
左

衛
門
が
参
加
し
た
末
次
家
と
の
関
係
が
深
い
。
ま
た
、「
長
崎
御
用
」
を
幕
府

か
ら
命
じ
ら
れ
「
長
崎
聞
継
」
を
長
崎
に
派
遣
し
て
い
た2

。
こ
う
し
た
事
情
や

後
述
す
る
青
方
家
文
書
に
同
様
の
絵
図
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
松
平
家
が

様
々
な
伝
手
か
ら
こ
の
絵
図
を
入
手
し
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
本
光
寺
所

蔵
資
料
が
、
一
概
に
松
平
家
に
伝
来
し
た
史
料
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
は
な
い
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
は
「
無
人
島
之
図
」
を
伝
来
不
明
と
し
て
お
き
た
い
。

で
は
、
何
故
こ
の
絵
図
を
史
料
紹
介
す
る
の
か
と
い
う
と
、
詳
細
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
秋
岡
武
次
郎
氏
が
い
う
無
人
嶋
精

図3

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
距
離
や
地
形
以
外
の
動
植
物
に
関
す
る
情
報
が
、「
無

人
島
之
図
」
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、「
無
人
島
」
へ
の
探
検
と
絵
図
の
類
型
化

ま
ず
絵
図
作
成
の
背
景
に
つ
い
て
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
「
無
人
島

図
」（
四
五
×
三
二
・
二
糎
）4

に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
手
掛
か
り
に
確
認
し

て
い
く
。
同
図
は
、
長
崎
県
の
五
島
列
島
（
北
松
浦
郡
新
上
五
島
町
青
方
）
を

本
拠
と
し
て
い
た
在
地
領
主
で
、
江
戸
時
代
に
は
家
老
職
を
務
め
て
い
た
青

方
家
の
文
書
群
の
な
か
に
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
無
人
島
／
延
宝
三
年
／
閏
四

月
廿
九
日
／
船
頭
幷
安
針
／
嶋
谷
市
左
衛
門
／
上
乗
／
中
尾
庄
右
衛
門
／
市

左
衛
門
悴
／
同
／
嶋
谷
左
郎
右
衛
門
」（
／
は
改
行
）
と
あ
っ
て
、
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
に
無
人
島
（
小
笠
原
諸
島
）
探
検
し
た
も
の
た
ち
の
名
が
書
か

れ
て
い
る
。「
閏
四
月
廿
九
日
」
と
は
、
父
島
に
到
着
し
た
日
付
で
あ
る
。〔「無人島図」長崎歴史文化博物館収蔵〕
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こ
の
船
の
「
無
人
島
」
へ
の
派
遣
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
五
月
廿

三
日
付
で
勘
定
奉
行
か
ら
長
崎
代
官
末
次
平
蔵
に
伝
え
ら
れ
て
い
た5

。そ
の
後
、

翌
年
に
な
っ
て
勘
定
奉
行
所
へ
嶋
谷
市
左
衛
門
が
召
し
出
さ
れ
て
、
勘
定
奉
行

の
杉
浦
内
蔵（

正
昭
）允

、
徳
山
五（

重
政
）

兵
衛
、
甲
斐
庄
喜（

正

親

）

右
衛
門
の
三
人
立
会
い
の
下
、
辰

巳
の
方
角
に
知
ら
れ
て
い
な
い
島
が
存
在
す
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
確
認
を
す

る
よ
う
に
、と
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
嶋
谷
市
左
衛
門
は
泉
州
堺
（
大
阪
府
堺
市
）

生
ま
れ
の
航
海
術
に
た
け
た
人
物
で
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
禁
止
以
前
に
は
中

国
大
陸
と
日
本
と
の
貿
易
に
従
事
し
た
経
歴
を
持
つ6

。「
無
人
島
」
へ
の
航
海

に
あ
た
っ
て
は
帯
刀
を
許
さ
れ
、
役
料
五
人
扶
持
三
十
両
、
銀
三
十
貫
目
分
の

貨
物
を
下
さ
れ
、
長
崎
で
作
ら
れ
た
「
唐
船
造
之
御
船
」7

で
四
月
五
日
に
伊
豆

下
田
を
出
船
し
た
。

同
七
日
に
八
丈
島
、
同
九
日
に
こ
の
島
を
出
船
し
て
二
九
日
に
父
島
へ
至

り
、
周
辺
の
島
の
調
査
ま
で
し
て
六
月
五
日
に
江
戸
へ
向
け
て
島
を
離
れ
た
。

同
一
七
日
に
伊
豆
下
田
、
同
一
九
日
に
は
品
川
へ
戻
っ
た
。
こ
の
航
海
で
は
航

路
や
島
の
情
報
も
記
録
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
幕
府
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る8

。
帰
帆
の

際
に
は
、
現
在
の
父
島
と
母
島
に
そ
れ
ぞ
れ
祠
を
建
て
、
天
照
大
神
、
八
幡
大

菩
薩
、
春
日
大
明
神
の
三
社
の
神
を
祀
っ
た
。
ま
た
、
島
で
採
集
し
た
草
木
、

鳥
な
ど
を
江
戸
へ
持
ち
帰
っ
て
い
る9

。

こ
の
点
は
後
ほ
ど
詳
し
く
見
て
い
く
が
、「
柳
営
日
次
」
の
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
六
月
廿
一
日
条
に
、「
一
八
丈
嶋
よ
り
巽
之
方
洋
中
ニ
嶋
国
有
之
、

人
倫
不
住
、
珍
木
珍
鳥
等
有
之
間
、
先
年
紀
州
商
船
漂
着
彼
嶋
右
之
旨
趣
依
申

之
、
去
年
五
月
仰
伊
奈
兵
右
衛
門
唐
船
造
之
船
差
渡
、
彼
嶋
頃
日
帰
帆
、
珍
木

珍
鳥
其
外
色
々
珍
物
依
持
来
今
日
献
上
之
」10

と
あ
る
。
そ
し
て
同
月
廿
九
日
に
、

こ
れ
ら
を
将
軍
家
綱
が
上
覧
し
た11

。
幕
府
に
と
っ
て
嶋
谷
を
無
人
島
へ
派
遣
し

た
こ
と
は
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
以
上
か
ら
知
れ
よ
う
。

で
は
つ
ぎ
に
、
こ
の
航
海
で
作
成
さ
れ
た
絵
図
に
関
す
る
先
行
研
究
の
成
果

を
ふ
ま
え
て
、「
無
人
島
之
図
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
秋
岡
武
次
郎
「
小

笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
（
一
）」12

に
よ
る
と
、
秋
岡

氏
所
蔵
の
「
嶋
谷
市
左
衛
門
無
人
嶋
へ
乗
渡
覚
書
」
に
は
、「
嶋
屋
市
左
衛
門

無
人
嶋
乗
前
図
」（
四
〇
・
八
×
二
八
七
糎
）
と
「
南
海
無
人
嶋
地
図
」（
七
七
・
五

×
五
三
・
五
糎
）
の
二
地
図
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、
前
者
が
伊
豆
の
下
田
か
ら

無
人
嶋
ま
で
の
総
図13

、
後
者
が
無
人
嶋
精
図
と
い
う
べ
き
も
の
だ
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
秋
岡
氏
は
、
前
者
を
「
第
一
種
」、
後
者
を
「
第
二
種
」
と
表
現
し

て
区
別
さ
れ
て
い
て14

、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
「
無
人
島
之

図
」
は
後
者
の
も
の
と
な
る
。

こ
の
図
と
同
様
の
無
人
嶋
精
図
は
数
点
確
認
さ
れ
て
い
て
、
南
波
松
太
郎
氏

蔵
「
南
海
無
人
嶋
地
図
」（
八
二
・
四
×
八
〇
・
三
糎
）、
同
「
辰
巳
嶋
之
図
」

（
八
二
・
四
×
八
〇
・
三
糎
）、同
「
無
人
嶋
全
図
」（
一
〇
四
・
五
×
九
二
・
五
糎
）、

木
村
東
一
郎
氏
蔵
「
無
人
嶋
全
図
」（
四
七
×
三
八
糎
）15

、
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
収
蔵
「
無
人
島
図
」、
田
中
弘
之
氏
蔵
図16

で
あ
る
。「
無
人
島
図
」
以
外
は
彩

色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
構
図
は
二
系
統
に
分
か
れ
て
い
て
、
本
光
寺
蔵
「
無

人
島
之
図
」、
南
波
松
太
郎
氏
蔵
「
辰
巳
嶋
之
図
」、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収

蔵
「
無
人
島
図
」、
田
中
弘
之
氏
蔵
図
の
四
点
が
同
一
で
あ
る
。

秋
岡
氏
は
「
無
人
嶋
全
図
」
の
評
価
と
し
て
、「
第
一
種
無
人
嶋
乗
前
図
の

図
形
に
最
も
近
く
、
嶋
谷
原
図
を
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
と
言
え
る
。」
と
書

い
て
い
る17

。
こ
の
評
価
に
従
う
な
ら
ば
、
本
光
寺
所
蔵
「
無
人
島
之
図
」
も
同

様
の
価
値
を
持
つ
絵
図
と
言
え
よ
う
。

二
、
絵
図
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

「
無
人
島
之
図
」
と
同
一
の
構
図
を
持
つ
絵
図
は
、
現
時
点
で
四
点
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
情
報
は
異
な
る18

。「
無
人
島
図
」
は
先
述
し
た
通

り
で
、
田
中
弘
之
氏
蔵
図
は
地
形
情
報
の
み
で
あ
る
。「
辰
巳
嶋
之
図
」
に
つ
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い
て
は
秋
岡
氏
が
紹
介
し
て
い
て
、
例
え
ば
「
延
宝
三
年
卯
閏
四
月
五
日
下
田

出
船
、
同
廿
九
日
彼
嶋
江
着
津
、
当
六
月
三
日
彼
嶋
出
船
、
同
十
八
日
ニ
下
田

江
着
津
、
十
五
里
廻
り
の
嶋
一
ツ
、
十
里
廻
り
の
嶋
七
ツ
、
七
里
廻
り
の
島
一

ツ
、
五
里
四
里
三
里
廻
り
の
嶋
五
ツ
、
五
町
三
町
廻
り
の
島
三
拾
程
、
道
法

三
百
四
十
里
、
□
水
も
沢
山
、
林
木
名
ノ
知
レ
不
申
木
沢
山
御
座
候
、
知
木
ハ

や
し
・
を
山
び
ん
ろ
う
じ
・
む
く
ろ
う
じ
・
桑
・
榎
・
せ
ん
た
ん
ほ
と
の
大
木
、

鳥
類
ハ
は
と
・
さ
ぎ
・
目
白
・
□
□
い
ん
こ
に
似
た
る
鳥
、
り
う
き
う
か
う
む

ら
人
え
四
五
人
乗
申
候
も
知
れ
ざ
る
程
成
と
う
が
め
、
も
ろ
も
ろ
の
鳥
な
ど
少

し
も
人
を
お
じ
不
申
、
手
に
も
と
ま
り
申
様
御
座
候
也
」19

な
ど
と
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
「
無
人
島
之
図
」
の
記
載
内
容
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
（
写

真
２
）。八

丈
島
よ
り
辰
巳
に
当
り
嶋
有
、
先
／
年
紀
州
賣
船
難
風
ニ
逢
、
此
嶋
に

／
漂
着
、
帰
帆
之
後
嶋
之
有
増
江
戸
江
／
訴
之
ニ
よ
り
延
宝
三
年
閏
四
月

五
日
／
仰
ニ
よ
り
為
見
分
伊
豆
下
田
出
船
、
同
七
日
八
丈
／
島
へ
着
船
、

同
九
日
同
所
出
船
、
同
廿
九
日
人
／
無
嶋
へ
着
岸
、
六
月
五
日
人
な
し
嶋

出
船
、
同
十
／
七
日
伊
豆
下
田
着
船
、
同
十
九
日
晩
ニ
江
戸
品
川
へ
／
着

船
、
水
主
弐
八
人
、
長
崎
嶋
や
長

 （
マ
マ
）左

衛
門
、
上
乗
末
次
平
蔵
／
手
代
中

尾
庄
左
衛
門

一
日
・
月
・
星
、
日
本
に
て
見
申
候
よ
り
少
大
キ
ニ
見
へ
申

一
品
川
よ
り
嶋
へ
三
百
六
拾
里

一
下
田
ゟ
八
丈
島
六
拾
里

一
八
丈
島
ゟ
嶋
へ
二
百
八
十
四
里

　
　
　
　
　
　

嶋
に
有
之
品
々

一
四
足
鳥
大
サ
鳩
程
有
、
つ
ら
猿
の
如
ク
羽
か
う
む
り
の
如
ク
、
但
な
り

か
う
む
り
と
申
候
哉
／
一
鶫
程
の
鳥
惣
の
毛
、
か
き
色
頭
赤
し　

一
か
き

色
の
鷺　

一
黒
キ
鳩　

一
ほ
う
／
一
海
老
大
サ
六
尺　

一
黒
鯛　

一
た

こ　

一
い
か　

一
大
亀　

一
榎　

一
桑
／
一
せ
ん
だ
ん　

む
く
ろ
じ　

是
日
本
の
こ
と
し　

一
も
ん
ろ
う
し　

一
や
し
ほ
／
一
か
ら
や
ん　

一
桐

ニ
似
た
る
木　

一
山

（
さ
ん
し
ょ
う
？
）

□
の
木
、

実
い
か
に
も

こ
ま
か
也

一
雉
子20

ゟ
少
せ
い
高
キ
鳥
成
程
足
早
ニ
か
け
り
申
候
、
此
鳥
ニ
え
さ
み

せ
候
へ
ハ
く
れ
ゝ
ゝ
と
鳴
申
候
、
／
惣
毛
る
り
色　

一
さ
き
三
羽　

一
か

ら
す
二
羽　

一
鳩
少
大
也　

一
や
久
嶋
か
う
む
り
／
一
山
は
と
、

日
本
の

如

し　

一
め
し
ろ　

一
鵜
に
に
た
る
鳥　

一
ば
ん
ニ
に
た
る
鳥　

一
ご
い　

鷺
ニ

似
た
る
鳥
／
一
大
貝
之
類　

一
か
き　

一
よ
め
か
盃　

一
う
に　

一
菊
名

石　

赤
色　

一
白
鳥
ニ
に
た
る
鳥
多
／
一
鷹　

一
水
龍
多　

一
海
中
ふ
か

多
し　

一
蝿
多
し　

一
へ
び　

但
シ
獣
な
し�

（
／
は
改
行
）

島
へ
の
船
の
派
遣
、
島
へ
の
距
離
、
島
の
動
植
物
と
い
っ
た
三
つ
の
情
報
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
島
へ
の
船
の
派
遣
に
つ
い
て
だ
が
、「
先
年
紀

州
賣
船
難
風
ニ
逢
、
此
嶋
に
漂
着
」
と
あ
る
の
は
、
寛
文
九
年
で
あ
り
、
阿
州

浅
川
浦
（
徳
島
県
海
部
郡
海
陽
町
）
の
船
が
紀
州
国
宮
崎
（
和
歌
山
県
有
田
市
）

に
て
蜜
柑
を
積
ん
だ
船
が
志
州
安
乗
浦
よ
り
出
帆
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
た
と
こ

ろ
、難
破
し
て
島
（
母
島
）
へ
漂
流
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

無
人
島
へ
の
船
の
派
遣
に
幕
府
が
動
き
出
し
た21

。
そ
れ
以
後
の
日
程
は
「
山
角

氏
覚
書
」22

「
玉
露
叢
」23

と
一
致
す
る
。
水
主
に
つ
い
て
は
、「
小
笠
原
紀
事　

巻

之
廿
六
」24

に
「
唐
船
御
船
人
数
付
」
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
乗
船
者
の
詳
細
が
確

認
で
き
る
。
水
主
の
人
数
は
、
こ
れ
と
一
致
す
る
。
つ
ぎ
に
「
長
崎
島
や
長
左

衛
門
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
誤
記
の
ほ
か
、 

寛
文
九
年
船
が
遭
難
し
て
現

在
の
小
笠
原
諸
島
に
漂
着
し
た
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
そ
の
際
の
送
荷
を
依
頼
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し
た
荷
主
が
長
左
衛
門
と
い
う
か
ら
こ
の
人
物
と
誤
っ
た
可
能
性
も
あ
る25

。
最

後
に
、「
一
日
・
月
・
星
、
日
本
に
て
見
申
候
よ
り
少
大
キ
ニ
見
へ
申
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
も
「
山
角
氏
覚
書
」「
玉
露
叢
」
に
見
ら
れ
る
。

島
へ
の
距
離
だ
が
、
品
川
か
ら
の
距
離
に
つ
い
て
は
他
の
史
料
か
ら
確
認
で

き
な
い
。
下
田
か
ら
八
丈
島
は
「
島
谷
市
左
衛
門
無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」26

に
よ

る
と
「
六
十
六
里
」
と
あ
り
、
八
丈
島
よ
り
「
嶋
」
と
あ
る
が
「
二
百
八
十
四

里
」に
相
当
す
る
島
と
し
て「
南
ノ
無
人
島
」と
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
従
っ

て
、
こ
の
島
は
母
島
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。
距
離
に
つ
い
て
は
、
他
の
史

料
と
の
微
妙
な
誤
差
が
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。

で
は
、島
の
動
植
物
に
関
す
る
「
嶋
に
有
之
品
々
」
を
確
認
し
て
い
く
。「
嶋

谷
市
左
衛
門
無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」
に
幕
府
へ
差
し
上
げ
た
も
の
と
し
て
、「
五

位
鷺
ニ
似
申
候
鳥
、
バ
ン
ニ
似
タ
ル
鳥
、
イ
ン
コ
ウ
ニ
似
申
鳥
、
目
白
ニ
似
申

鳥
、
カ
ウ
ム
リ
ニ
似
申
鳥
、
鵜
ニ
似
申
鳥
、
山さ

ん
き
ら
い

帰
来
、
山
柿
ノ
実
、
カ
ツ
ラ
ノ

実
、
ヒ
ン
ロ
ウ
ジ
ノ
実
、
ヤ
シ
ホ
ノ
実
、
同
花
、
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
ノ
如
ク
ナ
ル
木

ノ
実
、
藤
ノ
葉
ノ
如
ク
ナ
ル
木
ノ
実
、
楠
ニ
似
タ
ル
木
ノ
実
、
カ
ツ
ラ
ノ
実
、

サ
イ
カ
チ
、
ト
フ
キ
ニ
似
タ
ル
モ
ノ
ハ
セ
ヲ
ノ
実
、
カ
チ
ヤ
ン
ノ
実
、
ム
ク
ロ

ウ
ジ
、
コ
ヤ
ス
貝
、
カ
キ
ガ
ラ
、
ウ
ニ
、
ヨ
メ
カ
ヅ
ラ
、
明
礬
マ
ジ
リ
ノ
礬
、

赤
石
、
白
石
、
青
石
、
海
老
、
菊
面
石
、
カ
チ
ヤ
ン
ノ
木
、
名
不
知
木
目
木
、

ヒ
ン
ロ
ウ
ジ
、
楠
ニ
似
タ
ル
モ
ク
ノ
木
、
ヤ
シ
ホ
ノ
葉
、
ヒ
ン
ロ
ウ
ノ
葉
、
ヒ

ン
ロ
ウ
ジ
植
木
、
ヤ
シ
ホ
植
木
、
カ
チ
ヤ
ン
ノ
木
、
縮し

ゃ
く
し
ゃ砂

ニ
似
タ
ル
木
、
楠
ニ

似
タ
ル
ナ
ヘ
木
、
ア
サ
ガ
ホ
」
と
あ
る27

。
一
見
し
て
、
内
容
が
異
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
無
人
島
之
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
幕
府

へ
献
上
し
た
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
参
考
に
し
た
い
の
が
、鈴
木
惟
司
の
研
究
で
あ
る28

。氏
に
よ
る
と
、「
島

谷
市
左
衛
門
覚
書
」29

、「
延
寳
無
人
島
巡
査
記
」30

、「
延
寳
無
人
島
順
見
記
」31

、「
延

寳
無
人
島
巡
見
記
」32

、「
嶋
谷
市
左
衛
門
無
人
嶋
江
乗
渡
覚
書
」33

、「
小
笠
原
紀
事

巻
之
貮
」34

「
嶋
谷
市
左
渡
嶋
之
話
」35

（
同
氏
は
、「
第
一
種
巡
検
記
録
」
と
す
る
）

と
「
人
無
島
渡
海
之
覚
」36

（
同
氏
は
、「
第
二
種
巡
検
記
録
」
と
す
る
）
は
異
な

る
も
の
で
、
後
者
は
「
無
人
島
に
お
け
る
観
察
記
録
」
と
し
て
い
る37

。

さ
ら
に
「
人
無
島
渡
海
之
覚
」
を
「
山
角
氏
覚
書
」「
慶
延
略
記
」「
玉
露
叢
」

と
比
較
分
析
さ
れ
、「
基
本
的
に
は
「
山
角
氏
覚
書
」
の
「
人
無
島
渡
海
之
覚
」

を
書
写
し
た
文
書
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。」
と
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
山
角
氏
覚
書
」38

の
記
載
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

一
元
島

長
拾
六
里

・
横
二
里
程
、
前
後
湊
二
有
之
、
此
嶋
ニ
有
品
々
、

一
四
足
之
鳥
大
さ
鳩
程
、
つ
ら
ハ
猿
の
こ
と
く
、
羽
は
か
ふ
む
り
こ
と
く
、

　

但
、
是
琉
球
の
か
ふ
む
り
の
よ
し
ニ
候
、

一
海
老　

大
さ
六
尺
程
、　　

一
か
き
色
の
鷺
、
一
黒
鳩
大
キ
也
、

一
目
白
大
キ
也
、　　
　
　
　
　

一
鳶　
　
　
　
　

一
亀
、

一
魚　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
檳
榔
樹
の
木
、
一
や
し
ほ
の
木
、

一�

桐
ニ
似
申
す
候
木
、　　
　

一
か
し
や
ん
の
木
し
や
か
か
し
ら
の
こ
と
く

成
る
実
な
り
申
候
、

一
桑
の
木
、　　
　
　
　
　
　

一
せ
ん
た
ん
の
木
、　　

一
榎
の
木
、

一
山
椒
ノ
木

実
い
か
に
も

こ
ま
か
也
、
一
め（

　
明
　
礬
　
）

う
ば
ん
、
一
ろ（

　
緑
　
礬
　
）

う
は
ん

　

右
元
嶋
の
近
所
ニ
小
嶋
十
六
有
之
、

一
沖
之
嶋
廻
り
十
八
里
程
、
湊
弐
ツ
有
、
此
嶋
ニ
有
之
品
々

一�

雉
子
ニ
少
ち
い
さ
き
鳥
、

せ
い
高
く
惣
毛
る
り
色
、
足
赤
く
成
程
足
は
や
に
か
け

り
候
、
え
さ
を
見
せ
候
へ
ば
、
く
れ
〳
〵
と
な
き
申
候
、

一
黒
鳩
、
一
ひ
ん
ろ
う
し
の
木
、
一
や
し
ほ
の
木
、

一�

か
ち
や
ん
の
木
、
一
犬
ゆ
つ
り
は
ニ
似
申
候
木
、
柿
の
こ
と
く
成
実
な

り
申
候
、

一
二
か
い
程
の
大
木
葉
は
さ
ゝ
け
ニ
に
似
申
候
、
実
も
同
似
申
候
、

　

右
沖
の
嶋
近
所
に
小
嶌
有
之
、
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こ
こ
で
の
「
元
嶋
」
が
父
島
、「
沖
之
嶋
」
が
母
島
に
あ
た
る
が
、
今
回
紹

介
し
て
い
る「
嶋
に
有
之
品
々
」を
み
る
と
、「
か
ら
や
ん
」の
行
ま
で
が「
元
嶋
」、

そ
れ
以
後
が
「
沖
之
嶋
」
の
記
載
内
容
と
類
似
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し

た
区
別
を
す
る
こ
と
で
、
動
植
物
が
不
規
則
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
説
明

が
つ
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
「
無
人
島
之
図
」
は
、
島
の
観
察
で

得
ら
れ
た
情
報
を
加
え
た
記
録
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
課
題
は
、
こ
の
「
嶋
に

有
之
品
々
」
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
情
報
の
扱
い
で
あ
る
。
鳥
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が39

、
例
え

ば
「
へ
び
」
と
あ
る
も
の
の
、蛇
は
小
笠
原
で
生
息
し
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ウ
ミ
ヘ
ビ
だ
と
安
易
に
考
え
て
み
た
が
、「
但
し
獣
な
し
」
と
あ

る
か
ら
、
陸
に
生
息
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
を
当
時
の
人
が
記
し
た
情
報
だ
と
仮
に
考
え
て
、「
へ
び
」

に
見
え
た
も
の
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
は
、
そ
の
分
野
の
専
門
家

に
分
析
を
託
し
た
い
。

な
お
、「
辰
巳
嶋
之
図
」
に
も
確
か
に
島
の
観
察
を
ふ
ま
え
た
情
報
が
記
入

し
て
あ
る
が
、島
ご
と
に
区
別
さ
れ
た
情
報
で
は
な
い
わ
け
で
、「
無
人
島
之
図
」

と
は
異
な
る
系
統
で
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
無
人
島
之
図
」
の
「
南
」
の
横
に
「
南
方
の
ふ
は
き
ね

や
、
く
ろ
ほ
う
の
居
国
有
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に

長
崎
で
「
万
国
総
図
」
が
木
版
で
出
版
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
な
か
に
「
ノ
ウ
バ

キ
ネ
ヤ
」
が
日
本
か
ら
南
方
に
位
置
す
る
大
陸
に
あ
る
国
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
当
時
の
世
界
地
理
を
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
出
版
さ
れ
た
「
華

夷
通
商
考
」
に
こ
の
地
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
増
補
華
夷
通
商
考
」（
宝

永
五
年
・
一
七
〇
八
）
に
は
、
日
本
の
南
方
に
メ
カ
ラ
ニ
ア
が
あ
り
、
そ
の
海

辺
に
開
か
れ
た
国
と
し
て
「
ノ
バ
ギ
ネ
ヤ
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る40

。
お
そ
ら
く

こ
れ
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
探
検
に
参
加
し
た
も
の
の
知
識
か
、
そ
れ
と
も
絵
図
の
作
成
時
に
携

わ
っ
た
も
の
の
知
識
か
、
は
た
ま
た
絵
図
を
写
し
た
も
の
の
知
識
か
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
界
地
理
に
精
通
し
た
も
の
が
「
無
人
島
之

図
」
の
作
成
に
関
係
し
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。

お
わ
り
に
か
え
て

か
つ
て
家
綱
政
権
の
南
蛮
船
対
応
策
を
分
析
し
た
際
、
南
蛮
船
の
来
航
を
禁

止
す
る
幕
府
の
方
針
が
固
め
ら
れ
た
の
が
家
光
政
権
で
は
な
く
家
綱
政
権
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た41

。
こ
の
結
論
は
、
外
の
世
界
と
の
関
係
を
限
定

し
て
い
く
動
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
で
は
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
「
無
人

島
之
図
」
が
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
「
無
人
島
」
へ
の
探
検
、
つ
ま
り
外
の
世

界
へ
の
興
味
関
心
と
そ
れ
に
と
も
な
う
動
き
と
の
関
係
を
、
ど
う
理
解
す
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

当
該
期
の
東
ア
ジ
ア
は
、
明
清
交
替
に
伴
う
変
動
期
で
国
家
間
の
関
係
再
編

が
見
ら
れ
、
決
し
て
安
定
し
た
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、

幕
府
は
長
崎
で
の
貿
易
と
、
異
国
船
、
異
国
人
の
掌
握
を
試
み
て
い
っ
た42

。
南

蛮
船
の
来
航
禁
止
な
ど
、
こ
の
幕
府
の
試
み
の
基
底
に
は
、
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス

ト
教
厳
禁
政
策
の
徹
底
が
あ
っ
た
も
の
の
、
外
の
世
界
と
の
接
触
に
決
し
て
消

極
的
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
ひ

と
つ
の
事
例
が
、
延
宝
三
年
の
「
無
人
島
」
へ
の
探
検
と
理
解
す
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。

（
長
崎
県
立
大
学
地
域
創
造
学
部
准
教
授
）
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注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  1
『
島
原
市
本
光
寺
所
蔵
古
文
書
調
査
報
告
書
』
島
原
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
四
年
。

  2
松
尾
晋
一
「
江
戸
幕
府
の
長
崎
支
配
と
大
名
課
役
―
松
平
忠
房
の
「
長
崎
御

用
」
を
事
例
に
―
」『
長
崎
県
立
大
学
国
際
情
報
学
部
研
究
紀
要
』
一
五
号
、

二
〇
一
四
年
。

  3
秋
岡
武
次
郎
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
（
一
）」

『
海
事
史
研
究
』一
、一
九
六
三
年
。
秋
岡
武
次
郎
編
著『
日
本
古
地
図
集
成
』（
鹿

島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
所
収
の
『
日
本
地
図
作
成
史
』
に
秋
岡
武

次
郎
の
序
文
が
あ
る
。
そ
の
第
六
編
第
三
章
「
日
本
本
土
沿
海
の
諸
島
嶼
の
日

本
領
経
過
」
第
一
節
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
」。

  4
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
、
青
方
3　

38
。

  5
大
熊
良
一
『
小
笠
原
諸
島
異
国
船
来
航
記
』
し
な
の
出
版
、
一
九
六
九
年
、

一
六
三
頁
。

  6
校
訂
者
森
永
種
夫
・
丹
羽
漢
吉
『
長
崎
港
草
』
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
年
、

一
〇
七
頁
。
若
木
太
一
ほ
か
編
『
長
崎
先
民
伝
注
解
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六

年
、一
五
一
～
一
五
三
頁
。
浦
川
和
男
「
延
宝
無
人
島
巡
見
船
の
船
頭
は
誰
か
」

（『
海
事
史
研
究
』
五
八
号
、
二
〇
〇
一
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
丹
羽
漢
吉
・

森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
実
録
大
成
』（
長
崎
文
献
社
、一
九
七
三
年
、三
四
四
頁
）

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
寛
文
十
年
）

一
去
年
仰
付
ラ
レ
シ
唐
船
造
ノ
御
船
一
艘
、
但
五
百
石
積
、
当
三
月
成
就
ス
、

御
船
頭
当
地
島
谷
市
左
衛
門
ニ
被
仰
付
、
三
月
廿
六
日
長
崎
湊
出
船
シ
、
四
月

十
日
江
府
着
船
ス
、

（
延
宝
三
年
）

一
今
年
於
江
府
、
唐
船
造
ノ
御
船
ニ
テ
島
谷
市
左
衛
門
無ム

人ニ

島
ニ
乗
渡
リ
、
見

届
可
来
旨
被
仰
付
、
閏
四
月
五
日
伊
豆
下
田
ヨ
リ
出
船
シ
、
同
廿
九
日
彼
島
ニ

着
岸
シ
、
五
月
中
諸
處
見
分
シ
、
六
月
五
日
彼
島
ヨ
リ
出
船
シ
、
同
廿
日
江
戸

表
ニ
着
船
セ
リ
、
彼
島
ヨ
リ
珍
奇
ノ
鳥
類
木
石
等
持
来
ル
由
也
、

  7
船
名
は
な
く
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
五
月
十
二
日
長
崎
の
御
船
蔵
に
廻

さ
れ
、
十
九
日
～
二
十
九
日
で
解
体
さ
れ
た
（「
文
化
元
子
四
月
写
之
「
船
手

関
係
記
録
」」
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
）。

  8
浦
川
和
男
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
（
日
本
船
編
）」『
Ｌ
Ａ　

Ｍ
Ｅ
Ｒ
』

二
〇
七
号
、
二
〇
〇
一
年
。

  9
「
嶋
谷
市
左
衛
門
無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」（「
小
笠
原
紀
事　

巻
之
二
十
六
」

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

 10
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

 11『
通
航
一
覧　

八
巻
』国
書
刊
行
会
、一
九
一
二
年
、附
録
巻
十
二
、四
〇
一
頁
。

 12
『
海
事
史
研
究
』
一
、一
九
六
三
年
。

 13
金
井
俊
行
が
献
納
し
た「
小
笠
原
島
記　

全
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵
、

290
‐
3
‐
1
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
無
人
島
精
図
。

 14
前
掲
秋
岡
武
次
郎
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
」。

 15
前
掲
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
」
に
、
南
波

松
太
郎
氏
蔵
「
南
海
無
人
嶋
地
図
」、
同
「
辰
巳
嶋
之
図
」、
同
「
無
人
嶋
全

図
」、
木
村
東
一
郎
氏
蔵
「
無
人
嶋
全
図
」
が
白
黒
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
同

一
二
六
・
一
二
七
頁
）。

 16
「
無
人
嶋
之
絵
図
」『
別
冊
太
陽　

日
本
の
探
検
家
』。
浦
川
和
也
「
嶋
谷
市

左
衛
門
」
同
一
四
二
・
一
四
三
頁
。

 17
前
掲
秋
岡
武
次
郎
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
」。

 18
文
字
情
報
を
、
紙
幅
の
関
係
上
本
文
中
に
総
て
紹
介
し
な
い
。
前
掲
秋
岡
武
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次
郎「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、地
図
に
つ
い
て
」を
参
照
さ
れ
た
い
。

 19
前
掲
秋
岡
武
次
郎
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
」。

 20
キ
ジ
の
古
名
。

 21
前
掲
浦
川
和
男
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
（
日
本
船
編
）」。
寛
文
九
年
の
こ
と

は
浦
川
和
男
「
寛
文
年
間
紀
州
蜜
柑
船
母
島
漂
着
《
1
》
―
初
め
て
小
笠
原
諸

島
を
発
見
し
た
日
本
の
記
録
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 22
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

 23
山
本
武
夫
（
校
注
）『
玉
露
叢　

下
巻
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
。

 24
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

 25
前
掲
秋
岡
武
次
郎
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て

（
一
）」。

 26
前
掲
「
嶋
谷
市
左
衛
門
無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」。

 27
前
掲
「
嶋
谷
市
左
衛
門
無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」。

 28
鈴
木
惟
司
「
覚
え
書
き
：
江
戸
時
代
初
期
小
笠
原
で
日
本
人
船
乗
り
た
ち
が

出
会
っ
た
鳥
（
そ
の
１
）」『
小
笠
原
研
究
年
報
』
二
五
、二
〇
〇
二
年
。
同
「
覚

え
書
き
：
江
戸
時
代
初
期
小
笠
原
で
日
本
人
船
乗
り
た
ち
が
出
会
っ
た
鳥
（
そ

の
２
）」『
小
笠
原
研
究
年
報
』
二
六
、二
〇
〇
三
年
。
同
「
覚
え
書
き
：
江
戸

時
代
初
期
小
笠
原
で
日
本
人
船
乗
り
た
ち
が
出
会
っ
た
鳥
（
そ
の
３
）」『
小
笠

原
研
究
年
報
』
二
七
、二
〇
〇
四
年
。

 29
前
掲
「
小
笠
原
紀
事　

巻
之
二
十
六
」
所
収
。

 30
前
掲
「
小
笠
原
紀
事　

巻
之
二
十
六
」
所
収
。

 31
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

 32
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。

 33
秋
岡
武
次
郎
「
小
笠
原
諸
島
発
見
史
の
基
本
資
料
、
地
図
に
つ
い
て
（
三
）」

『
海
事
史
研
究
』
九
、一
九
六
七
年
。

 34
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

 35
前
掲
『
長
崎
港
草
』

 36
『
通
航
一
覧　

第
八
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
三
年
。

 37
前
掲
鈴
木
惟
司
「
覚
え
書
き
：
江
戸
時
代
初
期
小
笠
原
で
日
本
人
船
乗
り
た

ち
が
出
会
っ
た
鳥
（
そ
の
３
）」。

 38
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

 39
鈴
木
惟
司
「
江
戸
時
代
の
探
検
隊
が
み
た
小
笠
原
の
鳥
」『
Ｌ
Ａ　

Ｍ
Ｅ
Ｒ
』

二
〇
一
一
年
ほ
か
。

 40
川
村
博
忠
『
近
世
日
本
の
世
界
像
』
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
〇
〇
三
年
。
西
川
如

見
著
、
飯
島
忠
夫
・
西
川
忠
幸
校
訂
『
日
本
水
土
考
・
水
土
商
考
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
。

 41
松
尾
晋
一
「
家
綱
政
権
期
の
南
蛮
船
対
応
策
―
政
策
の
転
換
と
沿
岸
警
備
体

制
の
整
備
」『
歴
史
評
論
』
六
四
四
号
、
二
〇
〇
三
年
。

 42
松
尾
晋
一「
幕
府
対
外
政
策
と
東
ア
ジ
ア
再
編 : 

異
国
船
問
題
の
政
策
継
承
」

『
歴
史
学
研
究
』
九
二
四
号
、
二
〇
一
四
年
。

　
〔
付
記
〕

　
「
無
人
島
之
図
」
に
記
載
さ
れ
た
情
報
が
自
分
の
分
析
能
力
を
超
え
る
内
容

で
あ
る
こ
と
を
、
実
際
小
笠
原
村
父
島
を
訪
れ
て
知
っ
た
。「
へ
び
」
に
つ
い

て
は
本
文
中
で
述
べ
た
が
、こ
の
史
料
紹
介
を
機
に
分
析
が
進
展
す
る
こ
と
を
、

切
に
願
う
。
そ
の
意
味
で
画
像
の
本
誌
掲
載
を
許
さ
れ
た
本
光
寺
住
職
片
山
弘

賢
氏
、
画
像
の
カ
ラ
ー
で
の
掲
載
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
土
肥
原
弘
久
氏
を
は

じ
め
と
す
る
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
の
皆
様
、
そ
し
て
東
京
都
小
笠
原
村
で
情

報
提
供
く
だ
さ
っ
た
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
長
持
田
憲
一
氏
、

元
小
笠
原
村
職
員
延
島
冬
生
氏
に
は
、
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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本
研
究
は
、
平
成
二
九
年
度
長
崎
県
立
大
学
学
長
裁
量
研
究
費
「
離
島
探
検

の
基
礎
的
研
究
」、
お
よ
びJSPS

科
研
費15K

02868

、「
大
陸
情
報
と
江
戸

幕
府
の
対
外
政
策
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


